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内容 
 
１．CFPの普及 
 
２．CFPの実務上の問題点とその対策 
 
 



１．CFPの普及 
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グリーン購入法の 
プレミアム基準 

プレミアム基準
の要件 
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２．CFPの実務上の問題点とその対策 
 



CFPの実務上の問題点 

 

・CFPの算定の労力が大きい   

・検証の課題 

  -検証料が高価である 

    10万円/件 

  -検証に時間を要する 

・CFP登録・公開料 

   1万～100万円/年・企業  

   (CFP製品の年間売上額) 



CFPの実務上の問題点とその対策 

 

・CFPの算定の労力が大きい ⇒ 算定方法（PCR）の改訂中   

・検証の課題 

  -検証料が高価である 

    10万円/件 

  -検証に時間を要する 

・CFP登録・公開料 

   1万～100万円/年・企業  

   (CFP製品の年間売上額) 



出版・商業印刷物（中間財）PCR（商品種別算定基準）改訂について 

簡易化の方法は、従来のPCRのデータ項目を収集できない場合に、改訂中のPCRで設定
したCFPデータ項目の収集のみでCFPを算定することが可能になるというものです。 
 分類 データ項目 

製品 製品部数 
  サイズ 
  頁数 
  色数 
  綴じ方 
用紙 用紙寸法 
  連量 
  本紙枚数 
  印刷予備枚数 
  製本予備枚数 
PS版 サイズ（縦×横） 
  厚さ 
  枚数 
  メーカー 
印刷機 枚葉オフまたは輪転オフ 
  定格電力 
  最大印刷速度 

＜収集するデータ項目＞ 
 



CFPの実務上の問題点とその対策 

 

・CFPの算定の労力が大きい ⇒算定方法（PCR）の改訂中   

・検証の課題           

  -検証料が高価である 

    10万円/件 

  -検証に時間を要する    ⇒印刷業界団体によるCFP検証  

・CFP登録・公開料 

   1万～100万円/年・企業  

   (CFP製品の年間売上額) 



ISO/TC130（印刷技術） 

対象：印刷物のCFP 

規格：ISO 16759 

2009年 ・英国から規格化提案(10月) 

2010年 ・WG11（環境影響）の設置 

 (10月) 

2011年 ・NWIPの登録(8月) 

2012年 ・CDの登録(3月) 

・DIS （国際規格案）の登録  

 (11月) 

2013年 ・FDIS （最終国際規格案）の登録  

 (5月) 

・IS（国際規格）の発行 (7月) 

ISO 16759(印刷物のCFP)の開発経緯 



産環協 印刷協 

認証機関 

印刷物 印刷物 

システム 
認証 

検証費用：10万円/件 

現運用：全業界 

検証費用：?万円/件 

新運用：印刷業界に特化 

個品別 
検証 

内部検証 

新印刷用PCR※ 現印刷用PCR 

CFP検証事業ブロック図 

審査 
委託 

印刷協：特定非営利活動法人 日本印刷産業技術標準化推進協議会  


